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岡山県蒜山原珪藻土層の磁気層序に基づく火山活動の検出

Detection of the past volcanic activity using magnetostratigraphy of diatomite formation
from Hiruzen-bara, Okayama Prefecture
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　大山の南東約十数 kmの岡山県北部に位置する蒜山原には、中期更新世の蒜山原層が分布する。蒜山原層の最

下部には、層厚が約 60m で、淡緑色と濃緑色のラミナの繰り返しからなる珪藻土層がある。淡緑色のラミナは主に

冬に繁殖する Stephanodiscus sp.という珪藻種から、また濃緑色ラミナは主に春、秋に繁殖する Cyclotella comta

という珪藻種からなる。つまり、この濃淡のラミナ 1組で過去の 1年間を表す年縞と考えられている。また、珪藻

土中に挟在する火山灰中のジルコン FT年代が 0.52+/-0.11Ma と決定されている（石原、宮田、1999）。本研究では、

この珪藻土を連続的に採取し、それらの帯磁率、残留磁化を測定することで、古蒜山原湖周辺の火山活動を考察し

た。

　試料は真庭郡八束村の昭和化学工業株式会社珪藻土採掘場内で採取された。一辺が 2.0cm（内寸法）の立方体

容器を露頭面の鉛直方向に連続的に押し込み、堆積物試料を採取した。採取試料は 790 個で、約 16.7m にわたって

採取された。濃淡のラミナ 1組（年縞）が平均で約 2mm なので、試料の堆積期間は約 8,000 年間である。試料採取

を行った約 16.7m の露頭面の下位 15m の珪藻土卓越層の範囲には、厚さ数 mm～数十 cmのチョコレート色をした粘

土層、厚さ 1mm 程度で白さの明瞭なラミナ（白ラミナ）そして鉄錆色の層など、特異な色をした層が含まれていた。

一方、上位 1.5m の範囲には、厚さ数 mm～数十 cmの砂から小礫サイズの層や灰色の粘土層が 10層程度認められた。

また、試料採取範囲直上には厚さ 1.5m 程度の火山砂礫層（含有鉱物組成から推定）が認められている。

　採取試料は、最大 8.8×10-5 SI（単位重量当たり）の帯磁率（SUS）を、また最大 5.4×10-5 Am2/kg の残留磁
化強度（Jr）を持っていた。一般に SUS の大きな試料は大きな Jr を示すという傾向を持っていた。磁性の大きな

層は上位 1.5m と下位の、採取範囲上面からの深さ 10m～15m の部分であった。上位、下位の範囲には、ともに 10

回程度のピークもしくはスパイク状の大きな Jr や SUS の変化が認められる。しかし、上位と下位では SUS と Jr

の対応関係が異なる（Jr/SUS（上位）は Jr/SUS（下位）より小さい）。一方、等温残留磁化の獲得とヒステリシス

の測定（岩石磁気学的検討）からは両者の間で磁性粒子の種類やサイズに大きな違いを見いだせない。これらのこ

とは、単に堆積残留磁化の獲得程度（磁性粒子の示す磁化ベクトルの揃い方の違い）を反映していると考えられる。

すなわち、上位より下位の方が磁化ベクトルの集中度が高いと考えられる。

　珪藻には元来磁性がないため、採取試料の示す磁性は珪藻以外の不純物によってもたらされている。上位 1.5m

の範囲の SUS と Jr の対応関係は採取範囲直上の火山砂礫層のそれと同様の傾向を示す。このことから上位 1.5m

内の砂礫層や粘土層は火山起源の堆積物（テフラ）と推定できる（このことは含有鉱物組成からも推定される、別

途公表予定）。また、上述の岩石磁気学的検討結果によって、上位と下位の大きな磁性を示す試料中の磁性鉱物の

種類やサイズがほぼ同じと考えられることから、下位（採取範囲上面からの距離 10m～15m の範囲）にも、現地で

の肉眼観察で確認できないテフラが含まれている可能性がある。このように、調査範囲（16.7m）の露頭には近隣

の火山活動の痕跡が磁気層序として保存されている。


